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Ａ．研究目的 
効用値は医療経済評価を行うために必須
となるパラメータであり、対象となる疾病
や病態毎の効用値を推定する必要がある。
効用値には疾病や病態等を限定せず対象者
の効用値を表す包括的指標と、対象となる
疾患に限定した疾病特異的指標があり、前
者に属するものとして EQ-5D、SF-36が、
後者に属するものとして CLDQ (Chronic 
Liver Disease Questionnaire)がある。なか
でも EQ-5Dは効用値を 0～1（死亡＝0、完
全な健康＝1）でスコア化することが可能で
あり、医療経済評価に多く用いられている
1）。 

EQ-5Dは「移動の程度」「身の回りの管
理」「ふだんの活動」「痛み/不快感」「不安/
ふさぎ込み」の 5項目について 3水準で回
答するものであるが（EQ-5D-3L）、近年 5
水準で回答する新バージョン（EQ-5D-5L）
が開発され、日本語版についてもスコアリ

ングの検証が行われている 2）。ウイルス性
肝炎関連疾患については、厚生労働科学研
究で行われたものがあり、測定手法として
EQ-5D-3L等が用いられている 3）。 

SF-36も包括的な尺度であり、我が国に
おいて広く用いられている。長らく効用値
を 0-1で表現することが困難であったが、
近年 SF-6Dとして用いられつつある 4,5）。 

CLDQは肝疾患に特化した尺度であり、
わが国においても日本語版が開発されてい
る 6,7）。ウイルス性肝炎関連疾患について
これらの指標を用いた効用値の推定がなさ
れているが、各指標間の関係を明らかにし
たものはない。本研究ではウイルス性肝炎
関連疾患の各種病態における、EQ-5D-5L、
SF-36の短縮版である SF-8 8)、CLDQの
推定、および指標の関連について明らかに
した。 
 
Ｂ．研究方法 

研究要旨 
本研究ではウイルス性肝炎関連疾患の各種病態における効用値を、包括的指標である

EQ-5D-5L、SF-8、肝疾患に特異的な指標である CLDQを用いて推定した。 
先行研究による経済分析では EQ-5D-3Lにて測定した効用値が用いられているが、今
回 EQ-5D-5Lにて測定したところ先行研究とほぼ同様の値が得られた。従って経済分析
にはどちらの方法で測定されてものを用いても大きな差はないと考えられる。但し
EQ-5D-5L は、より精緻な効用値の測定が可能と考えられていることから、今後は
EQ-5D-5Lによって求めた指標に置き換えることも考慮すべきである。また各指標間の
関連について明らかにした。 
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１）調査対象 
対象は、日本肝臓病患者団体協議会に加
盟する患者会のうち、本研究の趣旨を説明
し賛同を得た 17団体の会員である。 
調査はアンケート方式で行い、無記名自
記式で郵送による回収を行った。研究班で
は対象者の郵送先情報を入手できないため、
配布は以下の手順で行った。まず協力を得
た患者会代表にのもとに、調査票を封筒に
入れた状態のものを、配布予定数分一括送
付した。各患者会では、封筒に会員の宛名
ラベルを貼付し、患者会から個々の会員宛
に配布した。個々の会員は、調査協力を承
諾した場合には、調査票に記入し返信用の
封筒にて香川大学医学部に送付していただ
いた。調査は平成 27年 2月 10日～平成 27
年 3月 31日の期間に行った。 

 
２）調査の内容 
基本属性の他、包括的効用値の測定手法
である EQ-5D-5L、SF-8、肝疾患特異的な
指標である CLDQ、及び同時に行った生産
性損失に関するWPAIからなる（資料参照）。 
 
３）分析方法 
病態の分類は先行研究と同じ方式で行っ
た 3）。EQ-5D、SF-8、CLDQについては
規定の方式でパラメータを算出した。 

 
倫理的配慮 
 本調査にあたり、香川大学医学部倫理審
査委員会の審議、承認を得た（平成 26-141、
承認日 2015年 2月 3日）。 
 
Ｃ．研究結果 

4,475名に送付し、1,966名（B型肝炎
451名、C型肝炎 1,515名）より有効回答
を得た（回収率 43.9％）。年齢、原因、病態
別分布を表 1、表 2に示す。 

 
1）EQ-5D-5L（表 3,4 図 1,2） 
非活動性慢性肝炎、活動性慢性肝炎、肝
硬変（代償性）、肝硬変（非代償性）の効用

値は、B型肝炎で、0.866、0.850、0.838、
0.616、C型肝炎で 0.849、0.802、0.703、
0.611であった。中央値、前回推定値
（EQ-5D-3L）と大きな差異はなかった。 
 
2）SF-8（表 5～8） 
非活動性慢性肝炎、活動性慢性肝炎、肝
硬変（代償性）、肝硬変（非代償性）の PCS
（身体的健康のサマリースコア）は、B型
肝炎で、57.470、56.934、55.045、46.875、
C型肝炎で 55.348、53.078、49.866、45.646
であった。MCS（精神的健康のサマリース
コア）は、B型肝炎で、46.573、47.063、
48.493、39.857、C型肝炎で47.295、46.632、
43.470、44.096であった。 
 
3）CLDQ（表 9,16） 
非活動性慢性肝炎、活動性慢性肝炎、肝
硬変（代償性）、肝硬変（非代償性）の全ス
コアは、B型肝炎で、5.808、5.435、5.181、
3.925、C型肝炎で 5.420、5.025、4.373、
4.085であった。サブカテゴリである
AS(Abdominal symptoms)、FA(Fatigue)、
SS(Systemic symptoms)、AC(Activity)、
EF(Emotional function)、WO(Worry)につ
いて表 10～15、17～22に示す。 
 
4）指標の関係 
肝疾患特異的指標であるCLDQと包括的
指標の相関は、EQ-5D-5L 0.7310、SF-8PCS 
0.6893、MCS 0.6963と正の相関がみられ
た（表 23）。指標間の関連について図 3～7
に示す。 
 
Ｄ．考察 
先行研究による経済分析では EQ-5D-3L
にて測定した効用値が用いられている。今
回は EQ-5D-5Lにて測定したが、先行研究
とほぼ同様の値が得られた。従って経済分
析にはどちらの方法で測定されてものを用
いても大きな差はないと考えられる。但し
EQ-5D-5Lは、より精緻な効用値の測定が
可能と考えられていることから、今後は
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EQ-5D-5Lによって求めた指標に置き換え
ることも考慮すべきである。 
また、ウイルス性肝炎患者を対象に、効
用値の包括的指標である EQ-5D-5L、SF-8
と、肝疾患に特異的な指標である CLDQと
の関連を明らかにした。 
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表１ B型肝炎 

 
表 2 C型肝炎 

 

  

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 合計

非活動性慢性肝炎 0 3 8 14 23 14 0 0 62

活動性慢性肝炎 1 8 39 63 76 41 3 1 232

肝硬変（代償性） 0 0 3 14 29 8 2 0 56

肝硬変（非代償性） 0 0 1 0 7 5 0 0 13

肝がん 0 0 2 13 38 26 6 0 85

その他 0 0 0 0 2 0 1 0 3

合計 1 11 53 104 175 94 12 1 451

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 合計
SVR 1 3 24 62 73 13 0 176

非活動性慢性肝炎 0 3 6 14 15 4 1 43

活動性慢性肝炎 4 11 59 267 385 87 2 815

肝硬変（代償性） 0 1 17 58 111 37 2 226

肝硬変（非代償性） 0 0 3 18 30 12 0 63

肝がん 0 0 5 35 108 41 0 189

その他 0 1 0 2 0 0 0 3

合計 5 19 114 456 722 194 5 1,515
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EQ-5D-5L 
表 3、図 1 B型肝炎 

 

 
表 4、図 2 C型肝炎 

 

 
 

  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95% 前回推定値
EQ-5D-3L

SVR

非活動性慢性肝炎 58 0.867 0.866 0.146 0.827 0.904 0.904

活動性慢性肝炎 225 0.867 0.850 0.154 0.830 0.870 0.868

肝硬変（代償性） 56 0.867 0.838 0.181 0.790 0.886 0.845

肝硬変（非代償性） 10 0.686 0.616 0.217 0.461 0.772 0.722

肝がん 84 0.823 0.776 0.180 0.737 0.816

その他 2 0.546 0.546 0.229 -1.515 2.607
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前回推定
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N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95% 前回推定値
EQ-5D-3L

SVR 172 0.867 0.857 0.149 0.835 0.880

非活動性慢性肝炎 40 0.867 0.849 0.162 0.797 0.901 0.876

活動性慢性肝炎 796 0.824 0.802 0.183 0.789 0.814 0.821

肝硬変（代償性） 223 0.753 0.703 0.202 0.677 0.730 0.737

肝硬変（非代償性） 61 0.697 0.611 0.235 0.551 0.671 0.671

肝がん 184 0.736 0.696 0.230 0.662 0.729

その他 3 0.708 0.676 0.116 0.389 0.964

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

SVR 非活動性
慢性肝炎

活動性
慢性肝炎
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SF-8 

表 5  B型肝炎 PCS 身体的健康のサマリースコア 

 
表 6  B型肝炎 MCS 精神的健康のサマリースコア 

 
表 7  C型肝炎 PCS 身体的健康のサマリースコア 

 
表 8 MCS 精神的健康のサマリースコア 

 
  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 57 60.696 57.470 8.250 55.280 59.659

活動性慢性肝炎 224 59.956 56.934 7.360 55.960 57.903

肝硬変（代償性） 55 57.807 55.045 8.249 52.820 57.275

肝硬変（非代償性） 12 46.940 46.875 7.345 42.210 51.542

肝がん 83 56.244 53.696 8.813 51.770 55.620

その他 2 35.932 35.933 4.749 -6.740 78.604

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 57 47.915 46.573 7.984 44.450 48.690

活動性慢性肝炎 224 47.876 47.063 7.420 46.090 48.040

肝硬変（代償性） 55 50.219 48.493 7.580 46.440 50.540

肝硬変（非代償性） 12 41.141 39.857 8.085 34.720 44.990

肝がん 83 46.806 45.825 8.029 44.070 47.580

その他 2 40.502 40.502 15.023 -94.480 175.480

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 168 57.013 54.996 8.043 53.771 56.221

非活動性慢性肝炎 39 58.069 55.348 9.137 52.386 58.310

活動性慢性肝炎 778 54.776 53.078 9.200 52.431 53.726

肝硬変（代償性） 222 51.538 49.866 9.687 48.585 51.147

肝硬変（非代償性） 60 47.207 45.646 10.699 42.882 48.410

肝がん 179 50.092 49.114 11.133 47.472 50.756

その他 3 46.796 48.965 6.504 32.807 65.123

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 168 49.540 48.459 6.712 47.437 49.482

非活動性慢性肝炎 39 49.158 47.295 9.271 44.289 50.300

活動性慢性肝炎 778 47.876 46.632 7.590 46.098 47.166

肝硬変（代償性） 222 44.117 43.470 7.975 42.415 44.525

肝硬変（非代償性） 60 44.020 44.096 7.840 42.070 46.121

肝がん 179 44.218 43.986 8.080 42.794 45.177

その他 3 40.806 41.244 2.346 35.416 47.071
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CLDQ 

表 9 B型肝炎 全体 

 
表 10 B型肝炎 AS  Abdominal symptoms 

 
表 11 B型肝炎 FA Fatigue 

 
表 12 B型肝炎 SS  Systemic symptoms 

 
 

  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 6.017 5.808 0.918 5.552 6.063

活動性慢性肝炎 209 5.655 5.435 1.058 5.291 5.580

肝硬変（代償性） 55 5.414 5.181 1.034 4.901 5.460

肝硬変（非代償性） 11 3.931 3.925 1.094 3.190 4.660

肝がん 74 5.121 4.875 1.080 4.625 5.125

その他 2 3.397 3.397 1.146 -6.900 13.693

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 6.667 6.218 1.064 5.922 6.514

活動性慢性肝炎 209 6.333 5.971 1.057 5.827 6.115

肝硬変（代償性） 55 6.000 5.794 1.223 5.463 6.125

肝硬変（非代償性） 11 5.333 4.818 1.493 3.815 5.821

肝がん 74 5.500 5.338 1.229 5.053 5.623

その他 2 5.000 5.000 0.943 -3.471 13.471

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 5.600 5.550 1.190 5.219 5.881

活動性慢性肝炎 209 5.400 5.214 1.218 5.048 5.380

肝硬変（代償性） 55 5.000 4.880 1.149 4.569 5.191

肝硬変（非代償性） 11 3.800 3.836 1.252 2.996 4.677

肝がん 74 4.900 4.819 1.189 4.544 5.094

その他 2 2.900 2.900 0.707 -3.453 9.253

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 6.200 6.081 0.820 5.853 6.309

活動性慢性肝炎 209 6.000 5.726 1.037 5.585 5.868

肝硬変（代償性） 55 5.600 5.393 0.991 5.125 5.661

肝硬変（非代償性） 11 3.800 4.345 1.160 3.566 5.125

肝がん 74 5.400 5.165 1.145 4.900 5.430

その他 2 4.100 4.100 0.707 -2.253 10.453
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表 13 B型肝炎 AC Activity 

 

表 14 B型肝炎 EF  Emotional function 

 

表 15 B型肝炎 WO Worry 

 

 

 

  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 6.667 6.359 0.860 6.120 6.598

活動性慢性肝炎 209 6.333 6.003 1.038 5.860 6.145

肝硬変（代償性） 55 6.000 5.836 1.032 5.560 6.115

肝硬変（非代償性） 11 3.333 3.818 1.328 2.930 4.710

肝がん 74 5.667 5.491 1.159 5.220 5.759

その他 2 3.667 3.667 2.357 -17.510 24.844

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 5.875 5.555 1.153 5.234 5.876

活動性慢性肝炎 209 5.500 5.238 1.294 5.062 5.414

肝硬変（代償性） 55 5.375 5.068 1.319 4.712 5.425

肝硬変（非代償性） 11 4.125 3.886 1.273 3.031 4.741

肝がん 74 5.000 4.735 1.290 4.436 5.034

その他 2 2.375 2.375 1.061 -7.155 11.905

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR

非活動性慢性肝炎 52 6.000 5.619 1.372 5.240 6.001

活動性慢性肝炎 209 5.400 5.018 1.529 4.810 5.227

肝硬変（代償性） 55 5.000 4.687 1.594 4.260 5.118

肝硬変（非代償性） 11 3.200 3.182 1.482 2.190 4.177

肝がん 74 4.600 4.216 1.559 3.850 4.577

その他 2 3.700 3.700 1.556 -10.280 17.677
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表 16 C型肝炎 全体 

 
表 17 C型肝炎 AS  Abdominal symptoms 

 
表 18 C型肝炎 FA Fatigue 

 
表 19 C型肝炎 SS  Systemic symptoms 

 
 

  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 5.586 5.417 1.056 5.248 5.587

非活動性慢性肝炎 35 5.690 5.420 0.949 5.094 5.746

活動性慢性肝炎 678 5.207 5.025 1.147 4.939 5.112

肝硬変（代償性） 188 4.448 4.373 1.237 4.195 4.551

肝硬変（非代償性） 52 3.914 4.085 1.279 3.729 4.441

肝がん 150 4.362 4.400 1.291 4.192 4.608

その他 3 4.690 4.632 1.294 1.418 7.847

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 6.000 5.918 0.958 5.764 6.072

非活動性慢性肝炎 35 6.333 5.990 1.002 5.646 6.335

活動性慢性肝炎 678 6.000 5.691 1.190 5.602 5.781

肝硬変（代償性） 188 5.333 5.133 1.366 4.937 5.330

肝硬変（非代償性） 52 5.000 4.705 1.591 4.262 5.148

肝がん 150 5.667 5.144 1.441 4.912 5.377

その他 3 6.667 6.111 1.262 2.976 9.246

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 5.400 5.158 1.213 4.963 5.353

非活動性慢性肝炎 35 5.400 5.240 1.107 4.860 5.620

活動性慢性肝炎 678 5.000 4.832 1.262 4.737 4.928

肝硬変（代償性） 188 4.200 4.207 1.318 4.018 4.397

肝硬変（非代償性） 52 4.000 3.904 1.302 3.541 4.266

肝がん 150 4.500 4.340 1.423 4.110 4.570

その他 3 4.000 4.333 0.945 1.985 6.681

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 5.600 5.446 1.084 5.272 5.621

非活動性慢性肝炎 35 5.600 5.463 0.932 5.143 5.783

活動性慢性肝炎 678 5.200 5.113 1.151 5.027 5.200

肝硬変（代償性） 188 4.600 4.486 1.388 4.286 4.686

肝硬変（非代償性） 52 4.000 4.077 1.387 3.691 4.463

肝がん 150 4.600 4.469 1.290 4.261 4.677

その他 3 4.600 4.600 0.800 2.613 6.587
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表 20 C型肝炎 AC Activity 

 
表 21 C型肝炎 EF  Emotional function 

 
表 22 C型肝炎 WO Worry 

 
 

指標の関係 

表 23 相関係数 

 
 

  

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 6.000 5.702 1.139 5.519 5.885

非活動性慢性肝炎 35 6.000 5.762 1.047 5.402 6.121

活動性慢性肝炎 678 5.667 5.386 1.251 5.292 5.480

肝硬変（代償性） 188 5.000 4.872 1.420 4.668 5.077

肝硬変（非代償性） 52 4.667 4.308 1.336 3.936 4.680

肝がん 150 5.333 4.840 1.355 4.621 5.059

その他 3 4.333 4.778 1.388 1.330 8.225

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 5.500 5.261 1.267 5.057 5.465

非活動性慢性肝炎 35 5.500 5.361 1.129 4.973 5.748

活動性慢性肝炎 678 5.125 4.882 1.372 4.778 4.985

肝硬変（代償性） 188 4.500 4.269 1.437 4.062 4.475

肝硬変（非代償性） 52 4.250 4.226 1.448 3.823 4.629

肝がん 150 4.188 4.331 1.476 4.093 4.569

その他 3 4.625 4.500 1.941 -0.321 9.321

N 中央値 平均 標準偏差 下側95% 上側95%

SVR 151 5.600 5.428 1.370 5.208 5.648

非活動性慢性肝炎 35 5.400 5.103 1.296 4.657 5.548

活動性慢性肝炎 678 5.000 4.742 1.533 4.627 4.858

肝硬変（代償性） 188 3.800 3.835 1.560 3.611 4.060

肝硬変（非代償性） 52 3.400 3.542 1.628 3.089 3.996

肝がん 150 3.800 3.791 1.612 3.531 4.051

その他 3 3.600 4.200 1.778 -0.216 8.616

EQ-5D-5L PCS MCS CLDQ
EQ-5D-5L 1 0.7514 0.5949 0.7310
PCS 1 0.4104 0.6893
MCS 1 0.6963
CLDQ 1
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図 3 EQ-5D-5Lと SF-8 PCS     図 4 EQ-5D-5Lと SF-8 PCS 

  

図 5 EQ-5D-5Lと CLDQ       

 

EQ-5D-5LとPCSの二変量の関係

20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75

PCS

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
EQ-5D-5L

直線のあてはめ

直線のあてはめ
PCS = 23.962984 + 36.736573*EQ-5D-5L

あてはめの要約
R2乗
自由度調整R2乗
誤差の標準偏差(RMSE)
Yの平均
オブザベーション(または重みの合計)

0.557739
0.557501
6.328621
52.93928
1863

分散分析
要因
モデル
誤差
全体(修正済み)

自由度
1
1861
1862

平方和
93997.64
74535.73
168533.37

平均平方
93997.6
40.1

F値
2346.923
p値(Prob>F)
<.0001*

パラメータ推定値
項
切片
EQ-5D-5L

推定値
23.962984
36.736573

標準誤差
0.615836
0.758314

t値
38.91
48.45

p値(Prob>¦t¦)
<.0001*
<.0001*

EQ-5D-5LとMCSの二変量の関係

15

20

25

30
35

40

45

50

55

60

65

MCS

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
EQ-5D-5L

直線のあてはめ

直線のあてはめ
MCS = 27.537514 + 23.643972*EQ-5D-5L

あてはめの要約
R2乗
自由度調整R2乗
誤差の標準偏差(RMSE)
Yの平均
オブザベーション(または重みの合計)

0.345217
0.344865
6.29955
46.1869
1863

分散分析
要因
モデル
誤差
全体(修正済み)

自由度
1
1861
1862

平方和
38936.83
73852.53
112789.36

平均平方
38936.8
39.7

F値
981.1638
p値(Prob>F)
<.0001*

パラメータ推定値
項
切片
EQ-5D-5L

推定値
27.537514
23.643972

標準誤差
0.613007
0.754831

t値
44.92
31.32

p値(Prob>¦t¦)
<.0001*
<.0001*

EQ-5D-5LとCLDQの二変量の関係

1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5
5
5.5
6
6.5
7

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
EQ-5D-5L

直線のあてはめ

直線のあてはめ
CLDQ = 1.3469593 + 4.5720959*EQ-5D-5L

あてはめの要約
R2乗
自由度調整R2乗
誤差の標準偏差(RMSE)
Yの平均
オブザベーション(または重みの合計)

0.520666
0.520373
0.839101
4.978246
1639

分散分析
要因
モデル
誤差
全体(修正済み)

自由度
1
1637
1638

平方和
1251.9797
1152.5954
2404.5751

平均平方
1251.98
0.70

F値
1778.153
p値(Prob>F)
<.0001*

パラメータ推定値
項
切片
EQ-5D-5L

推定値
1.3469593
4.5720959

標準誤差
0.088574
0.108425

t値
15.21
42.17

p値(Prob>¦t¦)
<.0001*
<.0001*
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図 6 CLDQと SF-8 PCS       図 7 CLDQと SF-8 MCS  

 
 

CLDQとPCSの二変量の関係

20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75

PCS

1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7
CLDQ

直線のあてはめ

直線のあてはめ
PCS = 27.182949 + 5.2536628*CLDQ

あてはめの要約
R2乗
自由度調整R2乗
誤差の標準偏差(RMSE)
Yの平均
オブザベーション(または重みの合計)

0.465286
0.464958
6.839361
53.35424
1632

分散分析
要因
モデル
誤差
全体(修正済み)

自由度
1
1630
1631

平方和
66346.24
76246.27
142592.51

平均平方
66346.2
46.8

F値
1418.356
p値(Prob>F)
<.0001*

パラメータ推定値
項
切片
CLDQ

推定値
27.182949
5.2536628

標準誤差
0.715242
0.139499

t値
38.01
37.66

p値(Prob>¦t¦)
<.0001*
<.0001*

CLDQとMCSの二変量の関係

15

20

25

30
35

40

45

50

55

60

65

MCS

1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7
CLDQ

直線のあてはめ

直線のあてはめ
MCS = 24.045392 + 4.4859611*CLDQ

あてはめの要約
R2乗
自由度調整R2乗
誤差の標準偏差(RMSE)
Yの平均
オブザベーション(または重みの合計)

0.483894
0.483577
5.626029
46.39236
1632

分散分析
要因
モデル
誤差
全体(修正済み)

自由度
1
1630
1631

平方和
48372.990
51593.091
99966.080

平均平方
48373.0
31.7

F値
1528.266
p値(Prob>F)
<.0001*

パラメータ推定値
項
切片
CLDQ

推定値
24.045392
4.4859611

標準誤差
0.588355
0.114751

t値
40.87
39.09

p値(Prob>¦t¦)
<.0001*
<.0001*


